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験過程尺度（The experiencing scale; Klein, M.H. et al., 1970）の 17 名分の評定結果及び
データの不備が認められた２名を除いた 15 名分の体験過程尊重尺度（The Focusing 





































けられよう．しかし，事例研究やグラウンデット・セオリー・アプローチ（Glaser, B.G. & 
























































3.1 第１回 F.O.G.の実施形態，参加要件及び参加者の属性の異同 
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Table 1 第１回 FOGの実施形態及び参加要件 
  実施形態 参加要件 
第１回 F.O.G.      
200X年１月 X日～ 







Table 2 第１回 FOG参加者の属性の異同 





A 女 臨床心理士 １年目 ３回 
１回目 
B 女 臨床心理系大学院生 修士課程１年生 １回 
C 男 臨床心理系大学院生 修士課程１年生 10回 
D 女 臨床心理士 １年目 ５回 
E 男 臨床心理系大学院生 修士課程１年生 ２回 

















































を抽出した結果，267 個のキーワードが抽出され，出現頻度 10 回以上のキーワード，①感
じる（26 回），②自分（21 回），③できる（16 回），④なる（14 回），⑤話（13 回），⑥い
る（11 回），⑦聴く（11 回），⑧身体（10 回）の８個を第１次カテゴリーとして機械的に抽
出した．機械的に抽出した８個の第１次カテゴリー及び出現頻度９回以下のキーワードに
ついて，複数回の確認・洗練作業を行った結果，①感じる（26 回），②言語化（26 回），③
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するために，主成分分析を行った（Table３を参照）． 
主成分１は，固有値 1.73，主成分２は固有値 1.45，主成分３は固有値 1.16 であった．主












主成分１ 主成分２ 主成分３ 
他者との関わりの感覚 自己の発信 自己の身体感覚 
感じる 0.71  -0.04  0.52  
言語化 0.42  0.70  -0.05  
聴く 0.59  -0.19  -0.49  
メンバー 0.79  0.06  -0.28  
身体 0.28  -0.55  0.64  
自分 -0.05  0.79  0.41  
固有値 1.73  1.45  1.16  




析によりキーワードを抽出した結果，257 個のキーワードが抽出され，出現頻度 10 回以上
のキーワード，①自分（18 回），②する（17 回），③いる（15 回），④感じる（15 回），⑤
ある（14 回），⑥なる（11 回），⑦思う（10 回），⑧話（10 回）の８個を第１次カテゴリー
として機械的に抽出した．機械的に抽出した８個の第１次カテゴリー及び出現頻度９回以
下のキーワードについて，複数回の確認・洗練作業を行った結果，①言語化（29 回），②自
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感じる 0.23  0.84  -0.21  
自分 0.68  0.42  -0.11  
メンバー 0.67  -0.17  0.59  
言語化 0.80  -0.16  0.05  
身体 -0.47  0.50  0.67  
固有値 1.83  1.19  0.86  
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